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1. はじめに
2010年 6月 1日（火）～6日（日）に、韓国ソウル特別市江南区の COEX（貿易センタ




今回の IACE は国際アーカイブズ評議会（ICA）・ICA 東アジア地域支部（EASTICA）の













・ 「アクセスと専門職倫理」（ICAフェロー・前事務局長 Joan van Albada氏）






















なお、日本の国立公文書館長である高山正也氏が 2009年 9月の EASTICA総会（中国・
青島）より EASTICA 議長を務めており、このセミナーの開会・閉会のあいさつも高山氏
が行った。高山氏の閉会のあいさつの中で、次回 EASTICA 総会・セミナーを 2011 年 11
月に東京で行うとの発表があった。
3. IACE国際セミナー
この国際セミナーでは 6月 1日・2日の 2日間にわたり、7カ国から 11件の発表が行わ
れた。うち韓国から 4 件、日本から 1 件、ほかは欧米圏とオーストラリアからのものであ
った。
ここでも個人的に一番関心をもった発表として、米国国立公文書館・記録管理庁（NARA）






















































































員会及び 2012 年 ICA ブリスベーン大会準備会合・国際アーカイブズ文化展示会
（IACE2010）」（特集）『アーカイブズ』41号、2010年、1-39頁。
4 米国での実践とその背景については下記を参照。Lathrop, Daniel and Laurel Ruma,
eds. Open Government: Collaboration, Transparency, and Participation in Practice,
Cambridge [Mass.]: O'Reilly Media, 2010, 402p. また、米・英・カナダ・オーストラリア・
ニュージーランドにおける「政府によるデータ提供」をまとめたサイトとして下記がある。
Data Store: World Government Data. Guardian (U.K.).








7 下記を参照。古賀崇「Angelika Menne-Haritz博士による東京外国語大学 2006年度特
別講義「現代社会の中のアーカイヴズ」を受講して」、『レコード・マネジメント』53 号、
2007年、108-111頁。
8 UNESCO. Memory of the World. http://www.unesco.org/webworld/mdm/, (accessed
2010-07-27). 下記も参照。古賀崇「ユネスコ「世界の記憶」プログラムの現状：2005年 IFLA








会議参加を通じて」、『静脩』（京都大学図書館機構報）45 巻 4 号、2009 年、9-12 頁。
http://hdl.handle.net/2433/73440, (2010年 7月 27日参照)。
※本稿は以下による成果の一部である。平成 22年度文部科学省科学研究費補助金若手研究
(B)「図書館・文書館等における政府情報の保存・アクセスをめぐる比較制度的研究」（課題
番号：21700272、研究代表者：古賀崇）
付記：本稿校正時点で、国立公文書館による下記の特集記事を確認した。「国際公文書館会
議東アジア地域支部（EASTICA）・国際公文書館会議（ICA）執行委員会及び 2012年 ICA
ブリスベーン大会準備会合・国際アーカイブズ文化展示会（IACE2010）」（特集）『アーカ
イブズ』41号、2010年、1-39頁。
http://www.archives.go.jp/about/publication/archives/041.html, (2010年10月27日参照)。
写真 1：EASTICAセミナーにて日本からの「カントリー・レポート」を行う中原茂仁氏
写真 2：「世界の記憶」エリアの模様
写真 3：IACE展示会場の一角で記念写真撮影を行う子どもたちの一行
写真 4：IACE開会式における、朝鮮王朝での文書奉納を再現したセレモニー
